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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・明日、職員の納涼会が17：30～古民家前で行われる。遅番以外は参加するように。
・来月分の勤務表を作成してますので、公休や年休の確認をして下さい(翌月勤務表内の9/16のふれあい祭りが出勤のため、公休振替を来月分に含んでいる→9/16服部･戸賀沢･田中は公休)
・本日から、入金管理方法を変更する
　現状：うみねこ幸房食事･入浴･洗濯代、全フロアー分をナイトケアスタッフがまとめ、集計して管理している。
変更後：デイケアとナイトケア分は、ナイトケアがまとめ処理･管理する
　　　　：デイナイトケア分は、デイナイトケアでまとめて処理･管理する
・7/27(木)28(金)医療機能評価がある。7/28(金)青陽館を視察に来る可能性があるため、質問に対して答えられるよう、各自、理解不十分な事は管理者へ確認すること。
スタッフオフィス内の整理整頓、館内館外の環境整備、また、個人情報の取り扱いには十分に注意して下さい。
・提出物：7月月報→8/3(木)まで
　　　　：経過記録→8/9(水)まで
・当院入院予定者2名(上川原　豊様、冨田　紀子様)
　入院に伴い、デイケアを退所となるため、退所連絡メールや必要書類の準備を進めて下さい。
・デイナイトケアのパソコンのデスクトップに、申し送るための情報を張り付けていることがあるが、申し送りは聞いたことを申し送るようにし、情報はきちんとメモを取り、伝えられるようにしましょう。安易に貼り付ける作業をしないようにして下さい。
・8/15(火).16(水)外来診察休診
・お盆行事
　8/14(月)デイケア→映画鑑賞(映画館へ行くかも？)
　　　　　デイナイトケア→通常プログラム
　8/15(火)デイケア･デイナイトケア合同で“冷やし中華作り” 

お盆行事が終了したら、次月9/18(月)敬老の日の行事内容を話し合っていきましょう。
・緊急連絡網を更新している。各自登録の確認を行って下さい。
・8/25(金)青陽館避難訓練実施。今回は13:30頃に実施予定。プログラムやミーティング時間を利用し、避難訓練に向けた連絡や災害が起きた際の対応を日頃から意識できるように伝えて行ってください。

・教育委員会から、医療福祉学会　演題募集のお知らせあります。抄録の締め切りは9/15(金)となっているため、抄録は8/1までに修正し、小嶋SGMと慶長JGMに各グループ提出し、早めに研究を進めること。
・青陽館の納涼会について
行事の決裁がおりている。準備として、牛乳パックが必要になる為、寄付できる方は行事担当の慶長、石橋へ渡すこと。

・来月のカンファレンス予定に、疾患に関する勉強会と毎週火曜に電子カルテの勉強会を入れていく
＜利用者様情報＞

デイケア
・野月　利章様～本日、青山荘を退所し、自宅に戻る予定となっている。保護者の母様が常に本人を見ていることは難しく、主治医からも手厚い支援が必要であるとの判断で、デイナイトケアの利用予定となっている。本日付でデイケア利用終了となり、7/28よりデイナイトケアの利用が開始となる。
・根地戸　恵様～デイケアに行きたくないと話しており、母や医師に来所を促されたとのこと。来所後より不調を訴えるが、具体的にどこが具合が悪いのかは言葉にしない。久しぶりのデイケア利用で場になれていないことによる反応であると考えられる。話すことで落ち着くことが多いため、不調を訴えた際は、話をして対応をしていく。
・久慈　邦夫様～特定スタッフと話がしたいと外来で言い、対応している。妻様について報告しており、体力が落ちた状態であり、八戸赤十字病院に入院しているとのこと。手術は岩手医科大学付属病院で行う予定だったが、八戸市立市民病院でも対応できるとのことで、妻様の体力が回復し次第、転院ん予定とのこと。その間、デイケアは休みたいと話している。顔を見ると少しやせた印象があり、自身の体調にも留意するように伝えている。
・鈴木　知子様～昨日ナイトケアの時間帯に本人より架電があり、特定デイケア利用者（船場幸子様）が自分のことを怖がっているのではないかとの訴えがあり、詳細を質問している。そのように感じた理由として、入浴後相手の様子を見た際に、相手が元気がなさそうであったからそのように思ったと話しており、その他理由はないとのこと。相手からの相談は何もないことや、何も気にすることはないことを伝えると「わかりました」「スッキリしました」と穏やかに返答している。以降、同様の電話はない。
デイナイトケア
・岩城　敏夫様～2日前に発熱があり、昨日はデイナイトケアを欠席している。本日は解熱し、来所している。下痢が続いているとのことで、食事は粥を食べている。内科を受診し、胃腸炎からくる症状であると診断されている。
クラリシット(200)朝･夕
ＰＬ、ムコダイン(250)、ミヤBM、ブスコバン(10)、ガスコン(40) 朝･昼･夕、が処方となっている。

・倉橋　生子様～土曜日に定期外で外来を受診し、服薬を変更していた。その後より、気分変動がみられ、その後も外来で服薬を変更している。外来受診は隔週だったが、来週より毎週に変更となる。青風荘では気分変動があったと情報があるが、デイナイトケアでは他者とのトラブルもなく、静かに過ごしていることが多い。
・倉石ヨシエ様～排便が2日なく、午前中に排便の有無を確認すると、「出ない」と話している。午後も引き続き、排便について確認していく。便秘が続くと、神様に関する発言が多くなる傾向があるため、精神症状にも注意してかかわっていく。
・佐藤ミツ子様～右足をかばうように歩いており、痛みがあると話している。数日前から右下肢の痛みがあるとのことだが、青風荘のスタッフには話していないようであるため、情報提供していく。運動プログラムには参加しており、その際に痛みは訴えていない。
ナイトケア
・下妻　康貴様～昨日、先日聞かれた仕事の不安について、現状を確認している。仕事上大きな変化はないとのことだが、今後の仕事がどうなっていくかという方向性は職場でも決まっておらず、まだ不安はまだあるとのこと。変化があった際や気になることはすぐに相談することと、気にしすぎて無理をせずに仕事を行うよう促すと「なんかあった時はまた相談するよ」と話している。ナイトケアでは不安を過度に訴えることなく、テレビを見ながら穏やかに過ごしている。
＜外来情報＞
・船場　幸子様～表情暗いが、睡眠・食事・服薬は大丈夫と話している。時折、眩暈・立ちくらみはあると話すが日常生活へ支障はない様子である。これから青明舎へ寄り、市役所へ行ってくると話している。

・奥山以依子様～先日、昼食時に納豆を混ぜていたら、食べる時間が無く残したと話している。また、昼寝の方が大事と話すことがある。本人が書いている日記から「フクヤマさんの超能力で気温を下げて下さい。」と言う内容が書かれているが、妄想に左右た言動は見られていない。
・久慈　邦夫様～奥様が心臓の手術の為、八戸赤十字病院から市民病院へ転院予定。時折、見舞いに行っていると話している。

・中居美津子様～セルリアンを終えるとぐったりしているとの事で昼寝をしていると話している。腰痛があり、涼しい時はベルトをしているとのこと。「自分の子供はたくさんいて姉の所にいる。」「下妻さんは自分の息子と誕生日とＤＮＡが一緒だ。」と話している。

・鹿原　博夫様～食事・睡眠は摂れていると話している。広報八戸を70件位配っており、暑いので体調に気を付ける様伝えている。

・前野　義勝様～腰痛で福井整形へ通院している。広報八戸を70件位配っており、休みながら行う様にアドバイス受けている。

カンファレンスシート（板橋　雅勝　様）

実施日：H29年7月27日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：石橋

参加者：小嶋、慶長、藤田、會津、斎藤、佐々木、工藤、柴崎、石橋

検討内容目標の再検討

	氏名
	板橋　雅勝　様
	性別
	男
	年齢
	72
	生年月日
	S18.11.10

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	基礎的生活習慣の修得、対人関係の改善、病識を身につける

	本人希望
	現在の生活を続ける。

	家族希望
	現在の生活を続ける。

	入院歴
	計1回（最終：H17年9月～H23年3月）

	通所歴
	　1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H23年3月25日～現在　　（週5回/月～金曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：自宅
	家族構成

結婚して2子を設けるが、離婚。

現在は母親と同居中。

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）



	備考：特記なし


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに継続して通所し、現在の生活を維持する。
	①運動能力が低下しないように、現状維持する。
	①自主的に運動プログラムに参加し運動能力を維持していく。
	①運動療法において体を大きく動かし運動能力の維持を図る。動きが小さい時はスタッフから声掛けし運動への参加を促していく。

	
	②プログラムや行事に参加し、生活の中で夢中になれる物を見つける。
	②興味のある活動に参加していく。
	②調理プログラムに参加し、知っている事を生かせるように声掛けしていく。カメラに興味がある為、祝日プログラムにはカメラマンをお願いする。

	
	③必要な場合、他者に援助を求める事が出来るようになる。
	③昼食準備の際に自分から作業の手伝いを依頼出来るようになる。
	③昼食準備は、他者と協力して行うように手伝いの依頼をしていく。食事準備を単独で行っている時は声掛けし、自分から他者への協力依頼を行うよう働きかける。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①自主的に運動プログラムに参加し運動能力を維持していく。
	散歩やラジオ体操等の運動プログラムに自主的に取り組んでいる。レクダンスに関しては、参加しているが、途中で退席しており、エアロビに関しては「激しい運動をすると左膝に痛みが出る」とのことで参加していない。体の動きが全体的に小さく、体を大きく動かすよう助言するが、変化はない。
	長期目標達成のために、どういった能力が必要になるかを明確にしていく。能力の把握を行い、運動機能の評価を行っていくこととする。今後、面談や能力の把握、評価を明確にする為、計画を再考していくこととする。また、維持するのは、運動能力のみで良いのかを改めて考えていく必要がある。

	②調理など興味のある活動に参加していく。
	・祝日プログラムの調理では積極的に行っている。また事前にスタッフが調理方法を尋ねると、表情良くアドバイスをしている。
・調理のメニューによっては不参加の場合もあるが、他者が調理している様子を除きに来るなど興味がある様子が窺える。

・調理や写真の話題になると表情良く話している。
	調理への関心が高いが、他の平日プログラムにて不参加が見られている。本人に、どのようなプログラムが必要かを再度本人と話し合い決めていくこととする。本人に何が出来て何が出来ないのかを明確にしていくこととする。

	③昼食準備の際に自分から作業の手伝いを依頼出来るようになる。
	・昼食準備時は他の手伝い希望者と協力して行っている。必要な時には声を掛け、やり方がわからない利用者には教えながら手際よく行っている。
・わからない人に教える様子は見られるが、自身が困った時や大変な時に他者を頼る様子は見られず、そういった時にどうするかを尋ねると「どうするかな」と答えを出せずにいる。
	本人の希望としては今の生活の継続であるが、今後どんな助けが必要か、現状困ったことはないかを本人と話し合い把握していく必要がある。また病状の変化の有無が把握しづらい為、そちらの把握も行っていく必要がある。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに継続して通所し、現在の生活を維持する。
	①運動能力が低下しないように、現状維持する。
	①自主的に運動プログラムに参加し運動能力を維持していく。
	①運動療法において体を大きく動かし運動能力の維持を図る。動きが小さい時はスタッフから声掛けし運動への参加を促していく。

	
	②プログラムや行事に参加し、生活の中で夢中になれる物を見つける。
	②調理など興味のある活動に参加していく。
	②調理プログラムに参加し、興味のある活動の体験を重ねる。実際に調理の過程を体験できるようなプログラムへの参加を促していく。


